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鈴木 信好。須藤 敬。関口 隆一

福田 孝

暮・はじめに

本校国語科では，学校の特色である中・高6ケ年をどのように国語教育に生かせるかというこ

とを主眼として，プロジェクトを進めてきた。現在は，古典教材，主として古文教材の編成を検

討している。これまでは，「着物」「伝統建築」の名称，「いろはガルタ」「百人一首」の定着度，

「季節感」の実態といった，種々の「古典素養に関する調査」を実施するとともに，試行的授業

案践として，入門期，定着期の授業比較や，中学における『万葉集』『古今和歌集』『新古今和歌

集』の授業実践を報告し，検討してきた。今年度は，「季節感」を主題とした単元学習の試行的

賓践を報告し，その検討を図ることとする。

筑波大挙附属駒場中・高校での，1994年の調査（注1）では，中3～高1の400名中，たとえ

ば，「春」の季節を感じる景物として，ユ0名以上が指摘したものを挙げてみると，

桜・176 入学式・52 菜の花・22 梅・21つくし・20 たんぼぼ・19 春休み・17

芽・13 雪解け。11花見・10

ということにをる。このデータからも，いかに現在の中・高校生が，古典文学理解のために不可

欠ともいえる「季節感」7う、ら遠く，関心もないままに生活を送らざるをえない環境で暮らすこと

を余儀なくされているかを，垣間見ることができるであろう。しかし，このわずかに残っている

と言うべき生徒の中の「季節」への関心を生かしつつ，授業ができないものなのだろうか。その

ためにはどのような授業の試行的実践が可能となるのだろうか，ということを考えた。ただ漠然

と「季節」といっても生徒自身は戸惑うのではないか，とすれば，何か，日本の文学伝統にのっ

とった「季節」へのアプローチの方法はないのか，そのような問題意識から，たどりついたのが，

「春秋優劣論」の文学伝統を主題とした単元学習である。以下はその報告である。研究授業は，

本校，第21回教育研究会において実施した。
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ll・試行的授業の実践報告

（＝〔中学Ⅶ季節感を喚起する古典の学習指導－〕

（日 時）

（授業者）

（授業クラス）

（研究テーマ）

（教 材）

平成6年11月18日（金） 第1時限

石塚 修

中学3年A組 男子41名

中・高3年A組を見通した古典教材の編成

『枕草子』「春はあけぼの」

（授業の展開）

1 単元名

「日本人と季節」 春秋の争いを中心として

2 単元設定の理由

最近の古典教育の申で，古典的素養が乏しいために，授業に時間が多くかかったり，生徒が古

典に対してなかなか積極的に取り組まないなどのさまざまな問題が出てきている。今回は，古典

における季節の扱いを中心に学習し，古典への興味関心を持たせると共に，現在の生活と季節と

の関わりについても考えを深めさせていこうと考えた。さらに，「春秋の争い」をはじめとして，

日本人の季節へのさまざまな関心と，それぞれの文学における個性を捉えつつ，生徒自身が自分

の感性と比較してゆくことで，自己の感性の滴養に役立つであろう。また，多くの古典に扱われ

ている季節感を持つ景物を扱い，調べていく中で，言語に関する知識や関心も培われることであ

ろう。

3 単元の内容

「私の春秋優劣論」一

『古事記』中巻 応神天皇記

『万葉集』巻一 雄歌 額田王

『更級日記』

作文 1時間

「秋山の神と春山の神」 1時間

「冬ごもり春さり来れば」 1時間

「資過との語らい」

以上は 小学館

「私の季節感」 和菓子の名前から

「春はあけぼの」 枕草子 「中学校 国語 三」

『独ごと』 上島鬼貰 「四季の月・四季の雨」

3時間

日本古典全集による

1時間

学校図書 2時間

1時間

複本一郎『鬼貫の「独ごと」』講談社学術文庫による
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「私の春秋優劣論」二 作 文 1時間

（計11時間扱い）

指導の目標 〈表現・理解・言語事項〉

1，日本人が季節を表現していくとき，どのような表現を典型としていったかを考えさせる。

2，古文の表現に慣れ，内容を理解できるようにする。

3，歴史的仮名遣いについて理解し，正確に音読できるようにする。

4，自分の季節感を明確に文章として表現し，他の文章とも比較してゆく中で，自己の表現力

を高められるようにする。

指導計画（6過11時間）

llふ IJり j■汚 j洋 I勺 才声 才汚ユ洋卜のヤプ一法ノ∴（ 巾；ii 一督
節11‡、ゝ三

節211七三

節31‡ふ三

節11】うミ

壬朽511与

「ノ好、のイ声名火條て好㌻給」∧一 ＝分の季翁了j！盛をjミ・体的に村法
，；月ミ呈出・

プリントー

フPリ ント 「l‡本人と季爺iり その
一
の．ミ米越 拠をあさデてぶ乙I少Jさせる（）

イ1；一丈、）

釘－tJtj仁一‾言d』小港止こ帥ノミー；～liJ「秋1＝の紳と才声＝I

＝分ク）＼∴J；妨をl少jイ綿主にして1言論

じるようにさせるく〉

ll本人カて卒去朽のイヒ衣として

ク）剤i」 才戸々火をjプ．止え．そオtを擬人イヒし ㌻川．さ行の幣料濾

．ミ災；去出二

釘暮IJリー．；d』についての脱桝‖ て一級っ丈：月旦‥！を一ぢ・えさせるく，

イヱ．こ脱としての了卜いを′替えさせるり li才一＝Ⅰの＝ク上の．沖勺＝iとのjプ止え
「イ声」と 「1拉」・「石火」 と 「剃二柴」く／）l対イ系を ノ∫ク）退いを・替えさせるり

捉えさせる（｝ きちんと＝ウ♪で－粥イたするよ

うにj■汚′jミする－〉

ハニ・－L．粥にテi三一法してiキーも七さ

せるく，

；炊の公，封、‡11イ汀暮iの子迂1別につい

プリント「liノトノしと季恭iり一そのこの招じ功Jり

㌻ノノ兇蔓王払』巻一雄軟館l＝！l三「冬こ、もりイ声

プリント

㌻川一紙のアモ判・』

プリントミ

㌻川一言汀のア若草l・』

さり火れば■」 て月旦声押させるく，

㌻ノ∫発蔓災』についてのぶ乙lリjL、 「文すイリ」よモガよに子iミIlさせ、

額rl＝lIミについて まとめさせる（，

「イ声」「石火」のよいノ∴く・ノ放いノ∴（をまとめさせ 文ノ、デ：暮′I勺な遊感泣11勺公よ壬力首淡く

るく， なってきていることをβⅠり押さ

「手塩は」（7）肋；；】J「は」について」ぢ－えさせるl，

「イ戸々火の11▲い」カギ㌻－1「tji一言亡』とはと÷のように

お上えノノカミj立ってきているカ、を′替えさせるく）

『如級l暮，…d』「フ行ム由との】…才子らい」（†う

「Il．言d」と「I‡一言亡文ニノ’ア：」〈／）jぷいについての脱

lガJり

せる‥

『ち止級It．言J』についても，印を

カ年させる、）才払‡尤・月‥，吉光をj嘘し

て．一けぎオtさせる‥

J統！むr付イ奴㌢－j㍊いにラiミ止させ

「船山一拍イ奴㌢暮j上とい」についてガ】！何卒させるり

針山級‡l－∧言止』「ご行j油との一桁らい」（号）

るく．，

．言他力ミ，i純と，言行らりているカ、を

⊥ぢ－えさせるり

辿一言尤（純．吉光）・月ニー吉光（） 米語詩を李公i了～盛とあわせてい

Ilな、Ⅰ七汚けのl勺才声のl班呼声ぐ，

拗Ini♂）判じ鵜蔓をさせる。，

と小こカゞi淡，鈴の小ノL、となっているカ、をノぢ一えさ

ることに子iミItさせるり

J放出的イ奴ダーjユユいに子†ミー法させ

せるり るり
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節61特

節71‡与

節81埠

節9一様

ネ 一様

壬朽l（）llふ

節l＝呼

㌻虹親王1一言己』 「ぞ吾i過との一言語らい」（畠）

ユ由，統（純，蓬光）・J符．吉光（，

後、‡乞洋‡；の内解の．吉光何卒く，

ゞむ公Yr・と女わiたちとの交流についてこ替えさ

せるく）

ヰ＝；炊の内解についての1…沌‡少J（）

「私の季負ゎ～盛」 利淑∫－の今1t）才力、ら

．淡三越′7：うりによるづ芭衣をさせるn

訂枕叩√一』「才声はあけぼの」（◆1〕

㌻枕JJ‡二子』についてのl言鬼例（，

「ノ】liのいと，1－占う」「止＝ま」

㌻枕ニーーご一二r・』「祁＝はあけ右ぎの」（セ）

ヰこ文ク）汀．ミ必，

ノド文の，言尤呼声く）

『薮lミニニと』「川季のパ・州季の‡ミ‡頚」

似三；…坪について

ヱ及1I‡の季缶市‡盛とl）む‡‖lのラI一子少糾Il㌻の季翁盲了～盛と

を上ヒi校してこ替えさせるく，

参考として「rlリソJ －圭一！」を円己胡Jするく，

「′材、のイ声凄火似て好．言論」ニ

イ出入の暮l；‥いた才串秋のろけきな判旦‥Ⅰについて，言光

み，l…Jウナのこ考えと上ヒi校しつつ，ノ文一書給を竹三らせ

る（，

孝＝秋のやりとりについて判！

何卒させるく，

と～こに．言尤みrの佃ヤlミカてあらわ

れて－いるカ、を⊥替えさせる0

プリ ント 「ll本人と季爺市」

・その こをまとめ丈：デモ料 －のプ

リ ントの一言刃ミj出一、ア：ミヤのう己衣をさ

せる（，

季節とi；を物とのⅠ対辿をおさ

えさせる（，

ラl暮テ少納．チについてもふれる（，

川魚川勺J：モj三弦・懲i災rI勺J；乍段につ

し、てもj、れる－，

燃㌔出的イ奴今′－j出いにバミ．放して

汀話尤させるく，

音I一子少翁勺．i■カギどのようなi；と物

に卒去盲了！盛を与ムているカ、にラi三一法

させる（）

㌻おく のほ一そ退場（州パ）

の子奴う甲をカ、ねて才fう。，

‡′l分の学力朽！盛とも上ヒベつつ

考えさせるく，

心ミ拠を岬j仰主にして＝クナの戊

与ふをi！きこくように亨lミ′改するり

二行列・－の孝l川J

ヂき利・－の利川

．弓児越
ミ

釘いミl．言rテのぞき利・』

教利・，l‡：

プリ ントi叫

ブタリ ント／Ⅰ二

ーミ甥ミ池
川

評価

1，我々の季節感が，どのような歴史的伝統に支えれれているかを理解できたか。

2，古文特有の表現に慣れ，内容を理解できるようにをったか。

3，歴史的仮名遣いを理解し，正確に音読できるようになったか。

4，他人の文章を読んで，自分の考えと比較し，根拠を明確にして意見が書けたか。

資料

『古事記・上代歌謡』 萩原浅男・鴻巣隼雄 校注訳 小学館日本古典文学全集

昭和46・1

『万葉集
一』小島憲之・木下正俊・佐竹昭広 校注訳 小学館日本古典文学全集

昭和48・11

『和泉式部日記・紫式部日記・更級日記・讃岐典侍日記』

藤岡忠美・中野幸一・犬飼 兼・石井文夫 校注訳 小学館日本古典文学全集

昭和46・10

『更級日記』秋山 虔 校注 新潮社 日本古典集成 昭和55・7

『更級日記』関根慶子 全訳注 講談社 学術文庫 昭和52・8

『枕草子』渡辺 実 校注 岩波書店 新日本古典文学大系 平成3・1
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『枕草子全注釈
一』 田中重太郎 角川書店 昭和47・12

『枕草子解環
一』 萩谷 朴 同朋舎出版 昭和56・10

鑑賞日本の古典『枕草子・大鏡』稲賀敬二・今井源衛 尚学図書 昭和55・5

研究資料日本古典文学『随筆文学』大曽根章介・久保田淳 他編 明治書院

昭和58・4

『鬼貫の「独ごと」』複本一郎 全訳注 講談社 学術文庫 昭和56・8

『和菓子』 別冊淡交6号 平成5・6・26

『王朝人の四季』 西村 亨 講談社 学術文庫 昭和55・4

『柳は緑 花は紅』 久保田淳 小学館ライブラリー 平成5・6

『花ごよみ』 杉本秀太郎 講談社 学術文庫 平成6・9

（本時の計画）

1 目標

1

2

3

「春はあけぼの」を読解しつつ，清少納言の季節感を理解し，その個性を考える。

「春はあけぼの」の表現の特色を理解し，その効果について理解する。

歴史的仮名遣いを理解し，正確に音読できるようにする。

学習指導過程

＝て川ij ギ：門 言ゎ 助 指 や 内 容 才汚や」∴の珊怒ノブよ

ユ淳

人

10

分

舶時の子父門をする。

「イ串はあけほの」ノ；モ丈を付こ…尤

11如－1の授業の内布を符号川乍．に ′卜従を指才lして，『枕イ，’t二√－』

説l列する。

数nlljのナナ誠について′lミ従に

がどのような作ん1カ、を，符訂i妻う．に

う邑衣させる。

11糾ふの終わりに，㌢め＝二もで
する。

季節ごと砺去r物すごろててでま首■

・丼に■汀；言太させる。

季節をあらわすijと物に子iミ怠

汁i言光してくるよう梢ホしてお

く。

燃知的仮新j出いにバミ1改してけ

させ，指摘させつつ瀧ませる。
，吉光するよう才汚ホする。
ijと物については，；約竹などで
印を付けさせる。

イ声」「以」秋」 冬」の 各＝が汀滋しながら才‡紬渇した
める。 季節ごとに作者が911ミト暮してい ものを参考にしてう邑衣させる。

るものについて，指摘し発衣 「イさはあけぼの」のような衣
する。 湖．についても考えさせる。

『l‡本の伝統也』を暮l－ほょし，

「才声」あけぼの
「紫」の色彩が灘よ小三のものと追

き「滋」 よる・パ・ほた妻
うことを即解させる。

るiミIj 『いミⅠ暮…汁のアき半卜濾のウメユー壬を比る

「秋」 夕長芋れ・から…よう指ホして，i；と物を桝解させ
i

す・榔・風の■汀・む… る。

しのね それぞれのぶと物が，どのよう
「冬」つとめて・二ニュ汀・

‡諜l卜災・火おけの火星

な李負i了感を舷し糾しているのか

を、考えさせる。
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展

開

整
備

30

分

10

分

作者触＝の季節感とノ且われる

克と物について・考える。

角‡済て行啓言元子玖欝み挙茂幻遺すご

影守苧したことを桝附する。

本‡時のまとめ

次時の予；li

各l子iの発衣を基にまとめた

ものから榊竹ミ的と思われるも

のを指摘させて，発衣させる。

・特i称；‡チに子八盲三lニ王している。

・也彩感iまに1汀んでいる。

・川季それぞれに均て字に
郎三lIしている。

・＝然から人ニチjiに捗って
いる。

・糾かい拙劣引批によって
伝統的”ヒ非に新味を加え
ている。

・季節・時l‡U・状況・i神
仙の如み＿i‡てになってい

る。

など

す丁好打あ予ぎ奉汀ラ豆六ニニ‾ジみ■後‾

ノミ：与矧災の歌を1掟り
卜げ，内布

を考えさせる。

『枕ノ．■－：rjの季節感に作⊥杵
柄少納ぎ毒－の側倒三がよく衣され

ていることを桝解させる。

俳瀞のJ托非の季節感を披う
ことをア；t～する。

これまでのノブ：粥した作ん－－とも

比較させ，『枕l●－■〔r－』の独l’Ⅰ竹三
を考えさせる。

平吉料ん一「私の季節感」も参考・

にして，冬季節とi；む物の桝フ正し

た典雅について考えさせる。

「非」 紹 樅 紫

「秋」 パ 批点 搬 幼
時舶

など

‾…ア才酌ま首所要み丁

以降季節感を衣すi；と物として従
前していくことを祁比滋‡リJす

る。

「あけぼの」や「．1：与」といっ

たそれまでの和歌の伝統的批非

に収り込まれていなかった七と物

をl二i分の季節感のなかに収り人

ていったことに対して．；、川tiすべ

きであることを示す。

指導準備

『国語の資料j 宮腰 賢編 正進社

『月本伝統色 色名事典j 日本流行色協会編 日本色研事業 昭和59・12

（今回の試みについての模討）

今回の「季節」を主題としての単元学習の授業実践の前半については，石塚 修「古典への関

心を育てる授業－「和菓子の名前」から季節感に注目させる－」（『人文科教育研究』第22号・筑

波大学人文科教育学会・1995／8・pp223～230）に，すでに実践報告としてまとめてある。そ

の中に，いく人かの生徒の声として，いままで見過ごしていた身の回りに注意をむけ，季節に対

する興味が出てきたというものがあった。また，和菓子店へ自身で取材し，話を開いたり，名前

を事典などで調べる中で，自分たちが生きている世界が，知らず知らずのうちに，日本の伝統文

化の中に置かれていることを再認識させる，よい契機となったとも考える。古典というと，何か

別の遠い世界であって，それを「知識」として「教える」ことが，古典の授業という，先入観を

すてて，むしろ，たとえ少しでも生徒のなかに残っている「季節感」を出発点として，生徒自身

が，日本の伝統文化の中へと入り込んで行き，その過程で，古典を学習していくことによって，

より広い自分のことばの世界を獲得できることに気付かせていくべきであろう。そうすれば古典

学習への意欲も高まり，現在，国語教育で大きな課題の一つとなっている。「古典離れ」「古典嫌

い」も減らすことが可能となってくるのではなかろうか0以下，「私の春秋優劣論 二」で，生

－14－



徒が展開したいくつかの例を，その成果として紹介する。

「私の春秋優劣論」は，この授業展開のなかで，最初に作文させた「その一」「あなたは季節

で言うと幡jと『秋』，とちらが好きですか」「その季節を好きと答えた理由を書きなさい」と

いう課題作文の中から，「春」組と「秋」絶とに分け，それぞれを「好き」とした理由に，各自

が反論していく形で作文させたものである0ここでは，紙幅の都合もあり，それぞれrA」～

「G」・「A」～「F」として生徒に示した各意見に対して，それぞれその反論を試みさせたも

のの中から，ここでは「A」についての生徒の反論を紹介する。

〈春〉

A 秋というのは，暑い夏が終わった後に来る。僕は夏は暑いけれども，何かに対して（部

活や遊びなど）燃えることが出来て好きだ。秋というのは，その終わりを告げるので寂し

い。しかし，春というのは厳しい冬（僕は以前札幌に住んでいた）の終わりを告げる。だ

から，春の方が好きだ。

《A君に反論。秋の方がやはりすばらしいのです。》

秋はたしかに，夏のおわりである。部活などでがんばってきた夏が終わるのはたしかであ

る。君はそれが始まることが好きだから春が好きだと書いているが，秋にはそれが終わるこ

とによって結果を出すことができて，やりとげたあとの充実感を感じるほうが僕はいいと思

います。夏を必死にがんばって，その自分の成長を結果をだすことによって知る。このこと

は始まるという喜びより大きいと僕は思います。さあ君も秋を好きになりましょう。

A組 三枚純一郎

A君の文章には「夏が好きで冬が嫌いだ」という前提がある。その根拠として「夏は何か

に燃えられる」「冬は寒さが厳しい」ということを挙げている。この根拠がそもそも誤りだ

と思う。「夏は暑いけれども何かに対して燃えることができる」と書いてあるが，暑い夏よ

りもすずしくなってきた秋の方が燃えることが出来ると思う。「冬は寒さが厳しいからきら

い」「僕は以前札幌に住んでいた」とあるが，寒い冬にこそ札幌などでは雪祭りなどのイベ

ントがあり，楽しいし，寒い地方特有の文化があると思う。

それに，この文章を読むと，A君は夏が一番好きで，冬が一番きらいで，春は夏が始まり

冬が終わりだから好き。といっている。つまり春は夏の附属品のようなもので，春そのもの

が好きではないのだ。春・秋，どっちが好き？と聞かれて，夏が好きだけど，春・秋では春
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の方が好きというだけのことなのだ。ようするに，春はそれほど好きではないということだ。

B組 篠原雄介

夏は暑いけれども，いろいろと燃えることができるという点は賛成で，秋はその夏の終わ

りをつげるから，秋はさびしいといっている点は理解できる。そういう部分は秋にはあると，

秋の好きなぼくも考える。しかし，そのさびしいと感じる部分は解釈によっては，風情があ

ると感じることはできないだろうか？夏に緑だった寒が紅葉して美しくみえたかと思えばあ

っという間に葉が落ちていくというあわれさは，趣があるといえると思う。以上のことから，

ぼくは秋の方がやはりすばらしいと思う。

また，春は厳しい冬の終わりをつげてほっとするから好きなのか，それとも，暑い夏に向

けて，春はそのことを感じさせるから好きなのか，どちらなのかよくわからない。

B組 一杉太郎

夏は何かに対して燃えるたしかにそうであろう。（実際私も部活に励んだ）しかし，秋が

それを打ち消してしまうとうのはどうであろうか。私の実感として感じるのは，スポーツの

秋などというように夏の充実したものを秋で試すということである。気候的にも少し涼しく

なっていくため活動しやすいし。

厳しい冬の終わりを告げる春というが，厳しさがだんだんゆるむということでだらけては

いないが逆に秋はだんだん緊張感がでてきる。ややいいわけかもしれないが。

とにかく秋だ。秋はあのふんいきがいいんだ。

B組 立花孝朗

秋は厳しい冬に対しての心がまえを必要とする時期で，人間としてひとまわり大きくなる

季節だと思う。また，夏しか燃えることのできない君はかわいそうだな。夏の気持ちを秋に

継続できないのか。厳しい冬にたえるための秋がすばらしいと思う。

C組 小松義宏

秋はA君のいうように部活や遊び，文化祭・体育祭があり，夏よりも楽しめる季節である。

「春は寂しい冬が終わり明るくなる季節が好きだ。」という入が多いようだが，春の行事とい

えば，入学式・クラス分けなどが思い浮かべられる。それは，新しいといえば聞こえはいい

かもしれないが，大きな自分の周囲の環境の変化である。そんな周囲の変化に対応している

問に，はなやかな春はあっさりと過ぎ去ってしまう。だから，春よりも秋の方が良い。

C親 米山忠寛
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〈秋〉

秋はその前の季節夏の暑さがなくなってくる頃なのですごしやすい。また，魚や貝，き

のこなどがおいしい。そして，すすき・秋桜など秋の花は春の花に比べおちついた印象が

ある。

秋は空が澄んでいて空がきれいだ。夕日も映えるし夜は本当に吸い込まれるような漆黒

の閤となる。日中も秋晴れがすばらしい。

秋は紅葉，春は新緑，とちらも好きだが，色彩の豊かな葉を持つ季節の方が少し上か。

でも一番好きなのは冬なので，春・秋どちらも甲乙つけがたい心境です。

《A君に反論。春の方がやはりすばらしいのです。》

落ち着いた雰囲気とか，寂しい雰囲気とかいうのは，極めて内交的な感情であり，何にし

てもあまり活発でなく，自分の世界に入り込んでしまうような危ない人物の思想である。よ

って外交的であり，活発である春の暖かい雰囲気が好きなのだ。

A組 天沼信博

春は寒い冬が終って開放的な気分になるし，春の花は秋の花にはないはなやかさをもって

いる。

また，雲一つない秋晴れとは違い，いくらか雲のある春の晴天もまた変化があっておもし

ろい。それに秋の夜はするどいイメージがあるが，春の夜にはそのようなイメージはなく，

のんびりしていてよい。

B組 白石 悠

夏はとても暖かく，運動をしたり，汗をかいたりするのに気持ちの良い季節である。寒く

て室内にこもりがちであったが冬が終われば，外に出て自然を味わうことができ，また，そ

れが冬にできない分，気持ち良い。

紅葉を見ていれば，たしかに落ち着くが，桜を見れば，それまでの寒さを忘れて，楽しい

気分になれる。そうすれば，その後の活動的な季節を楽しく過ごすことができる。

このように考えれば秋より春の方がすばらしいと思われる。但し，これは個人の感覚や性

格により大きく左右されるので，A君を言いくるめることができるとはとうてい思えない。

でも，僕にとってはこの温かい雰囲気や暖かさが最高なのだ。

B組 須賀可人

① 冬が好きだから，もうすぐそれになる秋はいい。

② 秋の澄んだ空よりも，春のうっすらとぼやけている芸術的な空の方がきれいに見える
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はずだ。

③ 貝は，呑も採れ，貝凝りとかは，春がシーズンである。食べ物に関していえば，きの

こを除けば，果物などの点でも，おいしいものが多い。

C組 高村将司

僕は春の方が好きな理由として，動物が冬眠に入るという冬を迎えようとしていることか

ら，季節的にくらいイメージがあるということ。また，冬を越して，これから動物が活発に

なろうとする活動的になっていく季節，これが，春だということがあるが，当然動物が活動

的になる季節が春なのだから，人間にとっても，非常に暮らしやすいし，むしろ，秋よりは

ぼかぼか日が照って過ごしやすいと思う。冬に「／ト春日和」とあり，ぼかぼかして気持ち良

い時季をいっている。冬のちょっとした暖かさを「蕃」を使って表していることからも，日

本の人々がいかに春を過ごしやすく感じているかがうかがえるし，現にとてもすごしやすい。

次にA君は秋の花がおちついているというが，これは表面的に見ているからであって，地下

には根がしっかりと根付いていることを考えているのだろうか。春はこれから成長していこ

うと，しっかり土台を固めているのだから，真の意味で，落ち着いた印象を，僕ははっきり

感じている。そして，秋と春の空の違い，たしかに秋は澄んでいて，夜もきれいかもしれな

い。しかし，春の空だって，少しかすんでいて，その細やかな色合をだしていて，とても趣

を感じる。しかも，春ならではの「夜桜」というのは，とても春の夜を神秘的に引き出して

くれる。春は春ならではの個性的な空が表現されていると，僕は感じる。

春と秋どちらがいいか，秋のメインといえば「紅葉」になるだろうか。とても美しいし，

色合いも豊かだ。でも，春には，それに匹敵するほどの様々な色合がある。その面で甲乙つ

け簸いが，今述べたようなことから，A君がいう秋より春の方がとても趣があり，すばらし

いと思う。

C組 稲生納札
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（2）［高校一挙節感を主とした古典の学習指導－］

（日時） 1994年11月18日（金） 第2校時

（授業者） 福田 孝

（授業クラス）高校2年1組 男子41名

（研究テーマ）中・高6ケ年を見通した古典教材の編成

（教材） 『枕草子』「五月の御精進のほど」（本文は新潮日本古典集成）

（単元名）古典の世界における季節感の展開

（単元設定の理由）

季節感の成立とその定着そしてその展開，といったことを考えて教材を単元学習的に配置して

みた。これによって古典の世界の中で描かれる季節に関わる事象をより深く意識して読解できる

ようになること，古典の世界で形作られた季節感が日本文化の伝統として現代に至るまでいきづ

いていることに気付かせること，古典の世界で触れる季節感と現代の我々が漠然と季節感といっ

ているものの同一性と差異とを考える契機を生徒に与えること，といった三つのことが可能にな

ると考えたからである。全十四時の展開の大きな流れについて述べると，第1・2時で七世紀末

中国暦法の移入によってそれまで漠然としていた四季の観念がはっきりとした枠組みを持って確

立されたことを『万葉集』の作品を扱いながら理解させる。生徒は四季の観念の存在を当たり前

のように受け止めているが，そうではないことを示すことによって季節感の存在に興味を抱かせ

たいためである。第3・4・5・6時において九世紀後半に四季それぞれの季節の代表的景物と

して和歌の世界で何を詠むべきかが定まっていったことを理解させる。特定の季節と特定の景物

との結び付きが出来上がり，それが文化の伝統を築き上げていくことを理解させたいためである。

第7時から第14時までで，前時までに学習した，季節の枠組みと，季節と景物との結び付きを基

にしながら，具体的に『源氏物語』『枕草子』『徒然草』を読み，個々の作品で季節感がどのよう

に扱われているかを理解させる。古今集で完成した季節感からどの程度離れ，どの程度その流れ

に止まって作品をなしているかをみることによって個々の作品の特質を理解させたいと考えるか

らである。

本時においては『枕草子』「五月の御精進のほど」の章投を教材として設定してみた。『枕草子』

章段中でも散文としてリズム・闊達さを持ち生徒には受け入れられやすい章投であると考えたこ

と，当時夏の代表的景物である「ほととぎす」を扱っていること，宮中の外に「ほととぎす」の

声を聞きに行くという極めて異例の行為をし，それに伴うはずの詠歌という行為が出来ない様子

を描いていて，単に季節感に関わるだけでなく『枕草子』という作品の性質を考えさせることが

できると考えたためである。

（授業展開） 全14時間
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A．季節感の確立と『万葉集』

第1時 額田主審秋優劣歌（『万葉集』，プリントー）を読み，春という季節と秋という季節がつ

がえられており季節に対する意識が存在したこと，漢詩文の考え方を背景として四季の

中でも春秋がもてはやされていたことを理解させる。

第2時 持統天皇歌「春過ぎて夏来たるらし白妙の衣ほしたり天の香久山」を読み，この歌が季

節の到来を詠む点，夏の爽やかさを詠む点などで特異なことを指摘し，『貌志倭人伝』

襲松之注を用いてかつては季節の概念に乏しかったことを説明し，日本に中国暦法が入

った時期を説明して（補助資料一）七世紀末に中国暦法の影響で四季の明確な枠組みが

成立したらしいことを説明して，持統天皇歌もその影響下にあることを理解させる。ま

た暦日意識と節季意識による二重の四季観についても補足だけは与えて置く（補助資料

二）。

B．季節の景物の定着と『古今集』

第3時 『古今集』巻三夏「ほととぎす」に関わる歌々（プリントニ）を読み，各人担当で歌の

解釈鑑賞を施させる。（あらかじめ二人一組で下調べをさせ，発表させる形を取る）

第4時 『古今集巻三夏「ほととぎす」に関わる歌々を読み，各人担当で歌の解釈鑑賞を施させ

る。

第5時 『古今集』巻三夏「ほととぎす」に関わる歌々の構成について話し合い，古今集の巻構

成は一学期に習った万葉集とは異なり，時間の推移を基調とする点を話し合い理解させ

る。このとき四季の部立の構造も示す（補助資料三）。この古今集の季題・巻構成がそ

の後の勅撰集の規範となっていったこと，高校一年時に学習した『枕草子』宣耀殿女御

芳子の『古今集』全巻暗富商のエピソードを思い出させ，当時貴族の間で歌を作る際の基

盤となっていったことを理解させる。

第6時 貫之屏風歌（プリント三）を読み，調度品として身の回りに一年十ニケ月を意識させる

ものがあり，それが歳時意識を作り上げていたことを理解させる。国風暗黒時代に伏在

していた和歌の流れ（補助資料四）が九世紀後半に再興し，歌合題詠によって冬季節に

関わる季物を定着させていったことも述べ，こうした屏風歌・歌合が背景となって『古

今集』の時間の推移に従う配列の考え方が出来たことを理解させる。

C．季節感と『源氏物語』

第7時 『源氏物語』において春秋優劣論が発展して物語に姿を現すことになる六条院の基本的

配置を述べた乙女巻末あたりを示し，六条院の有様を理解させる（プリント四－1）。

具体的にやり取りされる，秋好中宮と紫の上との春秋優劣の争いあたり（プリント四－

23）を示し，その実際を理解させる。玉電十帖・幻巻のような月次屏風的な物語の進行

を持つものがある，登場人物の誕生が春に偏り死が秋に偏る，など源氏物語の構想中に

季節が強く意識されていることを述べる。
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D．季節感と『枕草子』

第8時 『枕草子』「春はあけぼの」の段（プリント五）を読み，清少納言が古今集によって形

作られていた当時の季節感から逸脱して独自な意識で初段を書いていることを理解させ

る。

第9時 『枕草子』「五月の御精進のほど」の段（プリント六－1234，補助資料五）を読み

（プリント五－2下段1．7まで），春秋ばかりでなく夏冬が季節としてその魅力を定着し

つつあった事実を理解させ，清少納言たちの行為の通例でないことを理解させる。

第10時 『枕草子』「五月御精進のほど」の段（プリント六－3下段1．20まで）を読み，ここに措

かれる清少納言たちの車の風雅なさま，公信の様子のおかしさを理解させる。

第11時 『枕草子』「五月御精進のほど」の段（プリント六－4下段末尾まで）を読み，詠歌免

除願のあらましを理解させ，その背景にどういう理由が想定できるかを考えさせ，『枕

草子』の独自性について考えさせる。

E．季節感と『徒然草』

第12時 高校一年時に学習した『更級日記』春秋優劣の談話の部分で冬が取り上げられていたこ

とを思い出させ，源氏物語朝顔巻冬の場面・蛍巻夏の場面などを紹介して中世に向けて

次第に夏冬が魅力をましつつあったことを紹介する。『徒然草』徒然草第十九段（プリ

ントセ）を読み，吉田兼好が枕草子・源氏物語を意識しながら，四季観をどのように提

出しているかを理解させる。

第13時 『徒然草』第十九段を読み，吉田兼好が枕草子・源氏物語を意識しながら，四季観をど

のように提出しているかを理解させる。

第14時 『徒然草』第一三七段（プリント六）を読み，吉田兼好の時代には実物に触れない中世

的な美意識が生じていたことを理解させる。またこれまで扱ってきた古典における季節

感がその後の連歌・俳静に流れ込んで行き，季語を作り上げていったことを説明し，太

陽暦への変更によってなし崩しになって現代に至っていることを理解させる。

（本時の計画）

A．目標
一

詠歌拒否のあたりを読み，どういう理由が想定できるかを考えさせる。

二 清少納言の『枕草子』の独自性について考えさせ，理解させる。

B．展開

①本文朗読

・前時までで読んだ内容を前半・後半とに分けてまとめさせる。

・ほととぎす泳ができなかったことについての記述を確認させつつ，本時に扱う本文を朗読させ

る。

②内容把握
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（a）本時の本文の内容を理解させる。

・指名して重要と考えられる箇所の解釈を試みさせながら，とくに清少納言の詠歌免除願の箇所

は丁寧に行い，その論理の組立を板書して整理する。

・伊周「こと様なること。…」の発言が誰に向けられているものであるかを敬語などから整理す

る。

・「をかしきことぞたぐひなきや」に主従が理解し合えている様を読み取らせる。

（b）清少納言がなぜ詠歌免除願をするのかを考える。

・清少納言は歌が下手であった，清少納言の詠歌免除願をそのままに受け取るなどの答えが想定

されるが，実はその場で「その人の…」の歌を詠み返していることに気付かせる。

・「晴れの歌」「褒の歌」の説明をし，既習の範囲内でそれぞれに該当するものを挙げる。

・「もののをり」の内実は「晴れの歌」を詠む機会であることを理解させ，清少納言の詠歌免除

願を額面通りに受け取めていいかどうかも考えさせる。

・清少納言がいっている「歌」とは「晴れの歌」「褒の歌」のどちらの性質を帯びたものかを理

解させる。

（C）清少納言が本章段を書き付けた意義を考える。

・ほととぎす詠が出来なかったのはなぜかを考えさせる。

・『古今集』における「ほととぎす」の詠み方の塑を思い出させる。

・実際に清少納言が感動を受けたのは田舎びた京郊外の有り様であり，「ほととぎす」を詠んだ

としても『古今集遥にあるような型にはまったものとなり，彼女が感じた実感を込めるために

は歌で可能であったかどうかを考えさせる。

（勤まとめ

第一段においては『古今集』による類型的な季節感と異なる季節の受け止め方を提示していたこ

と，本段においては季節に関わる観念的類型的な歌が詠めず実感を散文によって書き出している

ことを確認させる。

（資料）

プリントー 伊藤 博校注『萬葉集全注 巻一』有斐閣1983年

プリントニ 佐伯梅友校注『古今和歌集』岩波文庫1981年

プリント三 木村正中校注『土佐日記 貫之集』新潮日本古典集成1988年

プリント四－123秋山虔ほか校注『源氏物語 3』小学館日本古典文学全集1972年

池浩三『源氏物語－その住まいの世界一』中央公論美術出版1989年

プリント五・六－1234萩谷朴校注『枕草子』新潮日本古典集成1977年

プリントセ 佐伯梅友校注『徒然草』創英社全対訳日本古典新書1976年

補助資料一 坂本太郎ほか校注陀本書紀 下』岩波日本古典文学大系1965年
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補助資料二 田中新山『平安朝文学に見る二元的四季観』風間書房1990年

補助資料三 松田武夫『古今集の構造に関する研創風間書房1965年

補助資料四－12萩谷朴『新訂土佐日記』朝日新聞社日本古典文学全書1965年

補助資料五 荻谷朴校注『枕草子 上』新潮日本古典集成1977年

（参考文献）

岡崎義恵『古代日本の文芸』弘文堂書房1943年

田中新一『平安朝文学に見る二元的四季観』風間書房1990年

高橋和夫『日本文学と気象』中公新書1978年

広瀬秀雄『日本史小百科 暦』東京堂出版1978年

伊藤 博校注『常葉集全注 巻一』有斐閤1983年

辰巳正明「季節の誕生」『古代の文学3』武蔵野書院1977年

藤岡忠夫「文学史上の「古今和歌集」」『古文研究シリーズ7古今和歌集』尚挙国書1985年

大野妙子「『古今和歌集』夏の歌の成立について」「文学」1977．2

松田武夫『古今集の構造に関する研究』風間書房1965年

風巻景次郎『風巻景次郎全集 新吉今時代』桜楓社

長谷川政審「物語・時間・儀礼」「日本文学」1977．11

池田節子「源氏物語の月日設定について」「国語と国文学」ユ987，12

上野理「清少納言と和歌文学」『枕草子講座 巻一』有精堂1975年

三田村雅子「枕草子「職の御曹司におはします頃」章段の性格」「国文学研究」1980．3

（今回の試みについての検討）

昨年度までの「古典学習の前提となる素養調査」を受けて，古文を学習する上で重安な位置を

占めると思われる季節感を主とした単元学習的な授業案を立ててみた。単に伝統としての季節感

を確認させるのみならず，「季節感」という枠組みが中国から渡来した暦によって成立したこと，

『枕草子j『徒然草』などによって従来からある季節感に修正が施されていったことなどを加えて

物事の捉え方の変化・ものの見方の枠組の変化といった側面を補うことにより，生徒の興味を引

き出すことが幾分かは出来たように思う。多少教材を詰めすぎて言語事項が手薄になったきらい

はあるが，それとても一つ一つの作品を関連させず，古文の文章を現代語に置き直すことでこと

足れりとするよりは，必要最低限の語法をおさえながら一つの主題に立って作品群を読み込んで

いくことの方が重要なのではなかろうか。そうした意味で，季節感という主題設定だけでなく，

もっと他の主題に立って単元学習的な試みが多々なされるべきであると考える。個々の作品教材

を独立した一個の作品として読み解いてその作品の特色を理解させるだけでなく，複数の作品教

材を連関させて読み進める試みが古典教育において今もっともなされるべきことだと思う。
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それにしてもわが国の伝統文化に関する理解関心を深めるにおいて最も重要な位置を占めると

思われる季節に関わる授業計画は従来あまりなされてこをかったと思われる。今後もこの方向に

沿いつつ現代に生きる生徒たちにとって何らかの点で関わってくるように教材を扱う可能性を，

中・高6ケ年の教材編成と関係させて考えていきたいと思う。
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ま
で
墜
K
近
七
填
き
ー
と
．

つ
皆
＃
浣
－
硬
鋼
の
祈
年
点
仁
「
冶
】
石
へ
丼

知
り
、
濁
り
広
角
て
双
ペ
て
L
と
ム
ち
の

が
℡
考
巳
な
も
．

武
威
也
の
温
か
．

材
溶
〃
汀
巧
好
は
山
部
に
昏
虫
し
．
初
正

に
攻
究
色
・
白
色
の
花
セ
つ
け
ろ
．

耳
シ
’
′
7
は
′
ア
の
ゆ
巳
ほ
く
見
只
…

の
上
，
な
も
¢
．
′
プ
に
ほ
庇
戦
の
も
の
．

却
に
吐
い
．
セ
放
り
た
も
り
な
ど
ぶ
あ
る
．

【
以
下
は
符
メ
ガ
疫
宍
仁
な
り
＜
、
☆
亡

遜じろという丹ぬ火宅に駁ていも．
サ川琶柑叩．（

ケ
｝
′
▲
ほ
耳
管
立
て
ろ
．
ぬ
た
ま
し

く
遭
う
介
乍

九
弁
－
ナ
’
ブ
は
禅
】
官
見
℡
，
、
沖
の
凍

ぇ
ヤ
革
抗
仁
乍
ぷ
正
．

；
夜
色
の
人
々
．

〓
「
懲
へ
l
よ
に
†
J
〃
見
．
扱
邑
の
ヤ
に

対
し
て
、
r
紗
煎
－
1
匁
し
々
幻
び
○
‡
－
ま
打

釘
○
幼
少
沸
〆
の
笛
拶
砂
．

三
出
石
沖
牡
〃
好
奇
紀
九
ち
出
石
月
l
が

あ
る
ホ
、
こ
●
－
ほ
l
｝
宅
¢
丹
l
と
ふ
も
必
ぜ

ほ
な
か
ろ
，
．

冨
月
－
の
申
の
飼
↑
．

一
8
灯
り
飼
り
発
い
竹
巾
正
か
．
■
■
l
も

〃
の
鼓
切
ウ
¢
苅
七
溌
わ
す
班
．
「
昏
←
l

伺
ほ
で
ゐ
も
．

芸
多
く
の
揃
ふ
8
0
あ
も
、
茨
く
勾
ん

だ
一
吼
．

－
【
石
甘
ぇ
巳
見
立
て
、
恕
巳
ま
ぶ
し
て

管
し
り
る
空
か
．

；－アブ◆l髭ク、思するヱ．グノ

比
控
故
の
幼
魯
拘
で
、
舟
汚
が
チ
の
神
山
l

り沖に監暮せた○であも．ス
以
下
は
富
の
こ
と
は
．
海
率
山
傘

の
戦
役
琵
記
“
・
敬
乾
戊
l
、
抄
“
の
茨
甘
に
放

て
い
ろ
．

；
蚊
セ
ヽ
消
し
堤
通
わ
し
て
苧
済
甘
い
，
．

－
ナ
エ
ウ
フ
ル
・
ヒ
p
に
忠
盛
が
放
か
九

る
．
フ
ル
托
水
分
〆
な
く
な
も
ヱ
〃
上
こ

露
用
¢
軸
桝
フ
の
題
体
形
、
七
■
は
そ

の
愈
々
静
．

■
写
屯
の
上
に
乾
い
た
0
1
土
龍
捜
せ
冬
ゆ

る
寄
†
あ
ろ
う
．

三
吸
血
ウ
ニ
と
ば
の
正
に
も
い
，
が
、

こ
こ
ほ
賢
し
た
あ
傲
．
こ
の
カ
ヘ
ス
ほ

究
勿
七
故
り
扱
い
て
党
政
七
好
く
立
．

ニ
ニ
樽
E
で
り
た
捻
○
正
．

【
れ
｝
故
山
の
樽
と

蓼
山
の
神

▲
モ
ー
l
し
▲
’

二
の
神
有
り
．

Å
茶†
†
小
▲
－

き
．
故
、
八
十
押
、
史
の
伊
正
志
公
立
兜
を
糾
ま

“

1
▲

ミ
●
－

く
欲
り
す
九
ど
も
、
皆
持
崩
は
ぎ
り
き
．
螢
に

長
一

㌘
肘
郎
ど
宗
岩
と
耶
け
、
那
は
貯
仰
山
義
郎

・
－

書イ

わー

炎
と
名
く
。
放
、
非
の
兄
、
粥
の
前
に
苅
ほ
く
、
「
祈
、
び
立
岩
対
立

妃
七
乞
へ
ど
も
柑
椚
は
ず
。
汝
、
化
の
鳩
十
な
打
て
む
や
し
と
い
ひ
き
．

††

芥
へ
て
日
ほ
く
、
「
ぷ
く
糾
て
む
」
と
い
ひ
き
．
前
に
純
の
見
臼
は
く
、

r
し
、
．
t
O

◆

l

「
宕
、
し
紙
代
の
螺
子
な
糾
る
こ
と
和
ら
げ
・
上
下
の
米
収
七
丑
り
、
身

たけ

▲＿

◆

一
仁
†
∫
l
化

；
も
ー
l

の
糸
を
及
り
て
、
梵
に
椚
な
畑
み
、
亦
山
河
の
物
を
恭
に
悼
へ
設
け
て
、

▲

一

う
れ
づ
く
セ
あ
む
し
と
云
ひ
き
。
討
に
托
の
苅
、
兄
の
J
ひ
し
が
卵
く

’
∫
一

一書

†
咋
仙

－

わ
イ
■

0
1
▲
川
一

兵
に
舛
の
母
に
白
せ
ば
、
即
ち
非
の
吋
、
ふ
ち
㌍
な
取
り
て
、
－
前
の
川

l

O

に
、
出
血
耶
粥
那
ノ
舶
七
段
り
放
ひ
、
亦
弓
矢
な
作
り
て
・
非
の
衣
・

r
t
■

’←

好
守
な
簸
せ
、
非
の
弓
矢
な
散
ら
し
め
て
、
災
の
螺
子
の
讃
に
滋
ほ
せ

一色

八

l
王
、
才
l
の
衣
及
及
弓
矢
も
汲
に
潜
の
花
に
成
り
き
。
丑
に
非
の
神
山
之

㌃
†
■

芯
址
未
、
其
の
弓
矢
を
娘
子
の
l
拷
に
繋
け
き
．
前
に
即
正
志
＃
圧
搾
、

▲†

t＿

井
¢
花
を
兆
し
と
恕
ひ
て
、
絹
ち
来
る
時
、
非
の
蛸
手
の
故
に
立
ち
て
、

†

○
－
▼

其
の
良
に
入
る
何
ち
舶
ひ
き
．
故
、
一
の
チ
な
生
み
き
。
田
に
非
の
兄

に
良
し
て
B
は
く
、
「
軒
ほ
伊
支
志
公
正
紀
な
糾
た
り
し
と
ま
を
し
き
・

∧

I
人
血

免
に
非
¢
見
、
前
の
妨
ひ
つ
る
こ
と
な
憾
駁
ふ
て
、
井
の
う
九
づ
く
の

物
を
舐
ほ
ざ
り
き
・
㍍
に
鼓
へ
て
非
の
何
に
白
す
坤
・
紆
即
答
へ
て
8

り
†
O

t人

r
－
i

は
く
、
「
針
が
肝
即
の
耶
、
旋
l
く
こ
そ
神
芝
め
。
又
舛
つ
し
き
粥
パ

耶
欝
ヘ
ヤ
、
苅
の
物
耶
が
空
と
い
ひ
ぐ
、
非
の
見
な
る
チ
を
蚊
み
て
、

†諾

芸

芯
弗
▲
！

乃
完
の
耶
訂
監
の
紆
¢
べ
弘
志
り
て
・
八
芝
慧
亮

－
t

ワ
、
非
の
河
の
云
な
敬
り
、
塩
に
人
又
て
芥
の
鵬
鮮
に
那
み
、
m
l
ェ
し

■
一

▲

一
〓
ヽ

しヰ

む
ら
く
、
「
応
の
竹
恭
の
好
む
が
妙
、
化
の
竹
弟
の
黎
ゆ
る
が
如
、
守

■
▲

▲

▲

○

み
黎
え
エ
．
又
比
の
塩
の
忽
ち
吃
る
が
如
、
忽
ち
絃
エ
．
又
比
の
石
の

与

－
暮

指－

沈
む
が
如
、
沈
み
臥
せ
」
と
と
こ
は
し
め
き
。
由
比
㍊
ほ
し
め
て
班
の

†
l
一
入
O
だ
O
t
＿

上
に
鑑
き
き
。
鬼
智
出
ち
て
；
l
の
見
、
八
卒
の
抑
、
千
賓
・
丸
併
み
括
れ
ヰ
一

驚
放
、
共
の
兄
以
へ
泣
き
て
、
非
の
耶
払
に
㍍
へ
ば
、
将
ち
推
恥
鮎

‘

仁
○
ヽ

戸
な
返
さ
し
め
き
．
発
に
井
の
舟
木
の
如
く
に
安
け
く
苧
ぎ
女
h
化
－
1

問
え
づ
く
の
別
の
頼
な
ウ
瑠

町
Ⅳ
か
掛
野
ポ
即
と
い
う
押
が
ぎ
り
九
た
・
そ
し

て
米
ぜ
い
の
狩
人
が
こ
の
¢
l
‡
書
先
発
を
准
に

糊
掛
離
籍
㍍

の
え
が
め
に
何
か
り
て
、
〔
仇
け
伊
止
滋
火
放
い
北

な
繋
に
刑
ん
だ
が
．
ど
う
し
て
も
㍍
椚
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
．
お
ま
え
ほ
こ
の
乙
女
な
准
に
す
む

こ
と
が
で
さ
る
か
し
と
い
り
た
．
豹
t
上
こ
九
に
芥

え
て
、
「
ゎ
け
な
く
申
に
入
九
て
み
せ
ま
し
l
う
」

と
い
り
た
．
ナ
ろ
と
そ
の
見
ほ
r
も
し
か
ま
え
が

こ
の
乙
女
世
襲
に
†
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
．

滋
ハ
も
輝
い
放
ぎ
「
身
の
ガ
な
汁
り
て
，
そ
の
六

書
に
届
く
ほ
ど
の
焚
い
り
ば
い
に
ポ
を
カ
サ
．
ま

た
山
河
の
庶
物
セ
こ
と
ご
と
く
飢
え
州
立
し
て
．

＿
一

研
の
旬
と
し
よ
う
し
と
い
っ
た
．
こ
九
を
脚
い
て
、

そ
の
弟
は
ぇ
の
い
り
た
と
お
り
辞
し
H
そ
の
時
に

分
げ
る
と
、
ナ
ぐ
に
そ
の
丹
ほ
銭
の
打
八
女
放
り
て

き
て
，
毒
の
う
ち
に
上
衣
と
持
l
そ
九
に
、
椚
で

†
I

潜
ま
で
な
綾
り
泣
い
、
ま
た
弓
矢
督
柑
り
て
、
そ

の
上
次
や
持
な
ど
セ
前
払
ぶ
せ
．
そ
の
弓
欠
を
持

た
せ
て
、
か
¢
乙
女
の
京
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
訂
物
も
弓
欠
も
ナ
ウ
か
り
沓
の
花
と
交
じ
た
．

そ
こ
で
、
汁
竹
林
山
之
小
“
北
火
ほ
そ
の
弓
矢
を
乙

女
の
淡
の
l
は
に
研
け
て
お
い
た
．
す
る
と
伊
茨
滋

斧
正
記
は
、
そ
の
花
を
不
忠
訴
に
怒
り
て
．
細
か

ら
そ
九
を
け
っ
て
き
た
が
、
そ
り
沖
‥
め
抒
は
そ

の
乙
女
の
あ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
和
地
に
は
い
り
、

そ
こ
で
乙
ん
許
と
妨
爪
即
し
た
。
モ
し
て
－
人
の
エ
T
セ

生
ん
だ
．
モ
の
¢
ち
、
釣
は
そ
の
先
に
何
か
ゥ
て
、

「
乱
暮
l
伊
文
書
先
発
を
申
に
人
丸
ま
し
た
J
と

ゆ
し
た
．
し
か
し
、
そ
の
見
ほ
取
が
乙
女
と
治
郎

し
た
こ
と
こ
正
ぶ
し
て
、
何
の
研
物
を
攻
さ
な
か

っ
た
．
そ
九
で
、
効
沖
が
囁
い
て
そ
の
母
に
溶

、
丸
た
と
こ
ろ
．
母
野
は
行
え
て
、
「
こ
の
m
呪
旺
の

こ
と
は
、
す
べ
て
押
の
ご
鮮
椚
に
妃
℡
，
ペ
き
な

の
で
す
．
そ
九
な
の
に
、
及
監
の
人
々
に
見
習
り

た
た
め
な
の
で
し
l
う
か
、
そ
の
堺
物
を
折
お
う

㍍
…
小
パ
㌫
雛
粁
附
…
鯛
絹
絹

－
庶
竹
む
取
っ
て
き
て
ぷ
ふ
昏
の
多
い
東
硯
七
柑

ケ
．
そ
の
別
の
石
七
息
づ
て
女
－
て
恕
セ
ま
ぶ
し
て

竹
の
感
に
包
み
、
ぁ
の
子
に
耽
溺
さ
せ
て
、
「
こ

の
竹
¢
済
が
背
む
エ
リ
に
．
こ
の
竹
の
繋
が
し
お

九
ろ
よ
う
に
、
骨
ふ
羊
え
エ
．
普
た
こ
の
心
が
前

ち
苧
る
よ
う
に
、
生
見
が
溺
ち
甲
け
・
王
た
こ
の

石
が
沈
む
エ
う
に
．
文
え
蛸
み
映
せ
し
と
い
わ
せ

●
◆

●
＿
＿

た
．
こ
の
よ
う
に
吸
わ
せ
て
囁
の
ぶ
に
呪
訊
の
‖
M

セ
氏
い
た
．
こ
の
た
め
に
そ
の
兄
ほ
八
埠
の
悶
に
．

捗
は
ひ
か
ら
び
覚
え
、
粥
ん
で
死
に
そ
う
に
な
っ

た
．
そ
こ
で
そ
の
兄
ほ
慈
し
ふ
泣
い
て
、
そ
の
丹

野
に
托
し
セ
乞
う
と
、
符
戊
は
た
だ
ち
に
そ
の
吸

取
の
品
七
救
り
放
か
せ
た
．
す
ろ
と
そ
の
件
は
玖

珂
の
エ
ラ
に
団
改
し
て
す
こ
や
か
に
な
り
た
【
こ

れ
ー
l
r
持
，
れ
づ
く
J
と
い
う
こ
と
ば
の
心
り
で
ぁ
る
）
．

25

小
首
償
口
丸
首
典
夫
曹
Å
－
象
r
十
最
上
釜
飯
L

整罰液誇取

紹
甲
〃

・
呼
三
宮
落
日
漆
人
k
孝
‥
節
r
丸
川
魚
小
寺
い
」
q
首
題
亀
＆
よ
り

附仰謂柑絹、・㍑帥鵬㈹

邸
㌘
神
の
朗
、
．
義
ほ
㌘
か
針
㌫
欝
し
㌍
網
代
…

プ
リ
●
イ
ト
ふ

い
r
l

逼
伊
立
滋
¢
大
押
の
舶
で
、
名
ほ
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日本人と太十帝〔息触｛尊いL。要払ナリ

ザ
り
、
／
ト
ニ

エ
大
沖
那
り
北
必
に
あ
っ
た
天
骨
突
放
の
爪
瀦
．

官
権
は
耶
内
村
薮
托
吋
の
あ
た
，
か
と
い
う
・
l

好
成
功
だ
蜂
起
．
d
－
虚
血
位
－
に
・
実
好
天
皿

が
近
江
に
詔
応
し
た
蜂
の
平
和
な
既
約
に
つ
l
、
て

r
勿
旭
鮮
血
夕
著
先
発
レ
絆
ム
・
人
－
→
草
生
不
喝

攻
な
勾
豊
泉
夕
懲
一
－
魚
苗
和
好
．
托
ミ
ナ
火
ザ

′
代
’
称
フ
し
と
あ
ろ
．
こ
の
救
の
汲
ま
九
た
何
故

に
ー
ま
こ
の
よ
う
な
首
掩
父
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
．

1
年
ご
も
り
・
・
・
砂
¢
故
山
．
幻
鶉
・
か
か
り
方

－
史
押
．
〇
野
手
ケ
誉
九
t
f
－
サ
ル
ー
l
捗
執
を

交
わ
す
．
こ
こ
ほ
坪
内
〃
粥
柴
を
い
う
．
〇
州
ヤ

し
ふ
－
シ
′
・
は
ツ
∫
ふ
ビ
正
ナ
d
エ
羞
な
ど
と
比

え
る
劾
以
シ
ム
¢
讃
川
彪
を
さ
出
法
丁
彗
的
に

用
い
た
も
り
．
〇
凝
滞
一
花
超
し
た
火
の
腰
．
■
ガ

惑
恭
一
で
は
胡
恭
と
椚
く
り
が
挿
考
ダ
打
用
役

に
肪
〃
し
た
そ
～
プ
〃
毛
対
対
．
ナ
ほ
辞
令
．
〇

し
り
ふ
1
”
．
こ
こ
ほ
汀
現
す
る
り
畢
．
〇
そ
こ

L
似
め
し
！
そ
ゆ
皮
が
噂
－
¢
不
痢
だ
．
ソ
ン
は

そ
っ
よ
．
現
に
述
べ
た
こ
と
を
い
う
．
こ
¢
欲
で

ほ
【
柑
き
セ
は
円
き
て
そ
囁
く
」
を
さ
†
．
〇
は
山

そ
北
は
－
扶
州
の
拇
，
ポ
エ
い
、
わ
た
し
ー
1
．

宗
光
洪
妃
㌘
耶
削
岩
三
吉
の
代
打

r
れ
ん
▲
こ
上
ふ
▲
▲
一

郎
－
胱
．
繊
巧
巧
．
欝
群
鰯
と
：

宍
句
．
棚
．
ぺ
呵
劉
椚
靴
以
払
－
杓
い
で
、
し
択

●

州
別
欝
欝
肘
朝
野
凱
妄
評
即
九

ヽ
ち
一
、
▲
上
山

ぴ
し
め
な
ま
ふ
時
に
．
新
円
弔
歌
を
払
て
胡

る歌

川
冬
ど
も
り
却
さ
り
光
れ
ば
醜
か
ぎ
り
し

包も

」
■
．
和

楽
弧
き
ぬ
咲
か
ぎ
り
し
花
も
咲
け
れ
ど

山を

く
さ
メ
小

しみ

入
り
て
も
椒
ら
ず
群
茂
み
蠍
り
て
も
鬼

・
ヽ
人
ヽ

ず

扶
山
の
米
の
難
を
見
て
は
訴
訟
を
ば

始

り
て
そ
し
の
ふ
即
き
を
ば
虻
き
て
そ
嘆
く

そ

八八

こ
し
触
わ
し
故
山
そ
攻
は

立
札
大
柁
打
御
｛
ト
天
災
代
天
台
脚
別
発
句
思

ロ
こ
㍍
へ
Ⅳ
火
ハ
・
．
●

で
幻
節
－
内
心
八
総
磯
城
絨
出
り
坪
－
繊
や
暮
－
－
方
花
之

戊
は
川
ヤ
男
之
声
坤
、
前
川
式
払
▼
取
珂
之
敬

▲
●
－
1
●

1
－
◆
●
－
■
J

◆

ト
J
●
し

暮
－
－
1
t
l
一

冬
木
城
辞
去
文
才
不
一
机
和
之
ム
屯
実
現
奴

－
対
抗
打
小
】
欝
肘
那
肘
肘

仰
申
出
ポ
好
か

ー
、
一
－
－
▲
－
一
▲
●
－
1
－
一

1
－
－
－
れ

‘
一
＿
＿
▲

ポ
｝
取

小竹な

飲
手
り
小
一
見
抜
山
力
水
遜
や
見

附
が
…
歎
㌣
軒
糾
㍍
掛
…
針
附
即
．
乎
．
か

即

やエ

町喪

ヰ
肘
枕
を
対
比
暮
せ
る
こ
と
ほ
、
☆
く
か

ち
臥
玖
な
忍
び
り
溝
材
で
あ
り
た
．
芳

釣
鮮
－
に
は
突
付
実
包
か
、
r
谷
山
万
花
之

虎
】
と
、
「
枕
山
千
鶉
之
彰
し
な
扱
わ
し
め

た
と
き
．
羽
山
王
が
故
に
エ
り
て
こ
九
七

封
じ
た
巾
が
見
ぇ
、
ま
た
り
綴
花
物
出
一
に

は
r
瀞
の
花
の
妹
．
扶
の
狩
の
青
か
○
せ

血
む
滑
よ
サ
と
り
ど
ぅ
ヒ
人
や
ひ
ほ
ペ
書

け
与
し
｛
縛
粥
Y
な
ど
と
見
ぇ
も
．

】
亘
た
な
引
く
耳
の
た
め
、
〃
の
漕
が
泣

く
思
で
妓
九
る
ょ
う
に
見
え
ろ
こ
と
で
あ

ろ
う
．
立
花
也
こ
ナ
六
初
の
二
暮
l
な

や
か
な
封
ペ
と
し
て
王
物
件
厳
に
放
し
せ

九
た
と
い
ク
．
－
毎
±
ニ
姓
の
琴
．
支

持
句
「
わ
う
て
き
し
○
℡
が
王
政
に
適
す

る
の
で
、
・
ヽ
と
さ
ち
r
℡
ウ
ジ
，
ク
ー
と
蚊

ん
だ
と
い
う
．
蛇
＊
に
ほ
「
ぁ
ゃ
う
ぎ
と

あ
る
．
柔
【
由
ぞ
の
Ⅶ
ど
．
r
何
ぞ
】
督
捗

冴
約
た
如
い
て
掛
物
榊
「
の
一
に
披
け
ち

何
の
聯
ぞ
ヤ
に
伺
じ
．
エ
叫
【
さ
」
ほ
封
以
．

文
花
准
－
1
r
つ
も
り
た
ち
に
し
と
ろ
り
、

r
た
ろ
】
¢
わ
き
に
「
ひ
か
サ
ム
ひ
J
と
玲
円

さ
九
て
い
る
．
宍
小
川
抗
光
り
竹
尉
の

瀬
方
．
現
に
持
り
て
咲
く
も
の
で
．
莞
文

→
尺
八
寸
の
も
の
主
ハ
す
の
も
の
と
欠
小

〓
掘
出
あ
っ
た
が
、
故
に
は
小
り
み
が
用

い
ち
れ
ち
骨
色
ほ
温
く
双
対
恕
府
び
て

い
ろ
．

白
本
＜
と
一
季
韓
「
息
執
ら
尊
い
し
句
更
級
8
丸
あ
よ
り
γ
り
・
／
ト
ー
ニ

事
暮
▲
∧
l

作
扶
の
こ
と
な
ど

や
ひ
て
、
「
時
忙
し
た
が
ひ
見
る
こ
と
に
は
，
椚
㌫
が
も
し
ろ
く
、
受
も

五
＆

の
ど
か
に
霞
み
、
月
の
お
も
て
も
い
と
あ
か
う
も
あ
ら
ず
、
と
掩
う
詑

－
】
一

る
る
や
う
に
見
え
た
る
妃
、
肝
瞥
．
の
即
耶
郎
ゆ
る
る
か
紀
ひ
き
な
ら
し

た
る
、
い
と
い
み
じ
く
捌
こ
ゆ
る
に
、
ま
た
杖
に
な
り
て
月
い
み
じ
う

あ
か
き
紀
、
柴
壮
寄
り
わ
た
り
た
れ
ど
、
串
に
と
る
ば
か
り
さ
や
か
妃

泣
み
わ
た
り
た
も
紀
、
汲
の
瞥
、
虫
の
声
、
と
り
ぁ
つ
わ
た
る
こ
こ
ち

エ
ー

▲▼

l

●
け
－

－
飢
－
打
及
久
几
汀
滋
ン
、
如
之
郎
仰
．
総
針

、
凝
幻
甘
言
螢
そ
蔵
人
で
．

額十如．争裁可ど写っけちて鼻項中瀬叶

ゝ
、
－
て
レ
3
か
王
者
勺
ん
て
み
～
、
（
人

＿
’
ヽ
巾
＿
〃
1
巾
▲
†

近
汁
人
押
黙
の
火
災
の
郡
代
ぺ
針
．
胱
．
淋
．
㍊
、

n
h
．
之
セ
ガ
紆
火
山
と
い
う

ガ
爪
が
出
講
藤
城
匂
ぃ
（
畑
地
）
に
．
撥
川
に
咲

・
ざ
凡
人
ム
い
ろ
い
み
な
ほ
り
あ
で
や
か
さ
長
巾

セ
い
ん
ど
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
ぶ
の
男
の
点
し
さ
と
、

ど
ち
ら
り
ー
l
う
に
放
い
何
が
あ
ろ
か
と
お
鞘
わ
に

な
り
た
1
年
に
．
朝
川
エ
が
歌
で
羽
滋
し
た
取

－
（
冬
ど
も
り
）
ぷ
が
や
っ
て
来
る
と

囁
か
な
か
っ

た

凸
も
澄
て
恐
く

咲
い
て
ぃ
な
か
っ
た

花
も
吹

い
て
ぃ
ろ
が
仙
が
凝
り
て
い
る
の
で
は
い
っ
て
敬

り
も
せ
ゾ
群
が
甜
い
の
で
小
旺
取
っ
て
も
み
な
い
．

－1

扶
巾
の
火
の
腰
を
比
て
け

苅
吐
く
巴
づ
い
た
の
は

一

戸
に
触
り
て
爪
で
る
汀
い
の
放
そ
の
せ
ま
に
し
て

消
し
む
そ
の
パ
州
だ
け
が
班
会
で
ナ

な
ん
と
い
っ
て

も
は
l
－
－
が
∫
l
h
と
叩
仰
い
ま
ナ
わ
た
し
は

日密書食（ふ慮）可
蔑
‖
儀
必
汲
も

ふ息賞与茶言攻・蕃ネ

哉
草
軌
跡
材
ノ

－
ふ
る
え
智
好
び
て
曽
き
そ
め
ろ
．
■
〓

撼
払
い
た
☆
封
が
．
及
q
聯
は
喝
】
叫
蚊

は
夕
指
し
ま
た
、
月
と
い
え
は
伐
と
い
う

】
拘
〃
桝
賓
現
金
毘
対
し
て
、
拭
同
約
に

熟
考
耶
え
た
交
感
「
●
）
の
歌
－
1
3
劉
務
ウ

蛋ムに【祈や内規五感磁に柁ふほ

ペ
ゥ
け
る
に
、
女
封
、
上
人
な
ど
‡
ろ
べ

▲
度
臥
り
物
流
し
て
、
砂
鉄
の
文
九
も
、
づ
九

た
か
心
弓
l
く
な
ど
や
ひ
は
ぺ
り
け
る
に
人

人多く銑に心毒せ事lベ勺吋れはJと
威
し
て
な
め
ち
九
て
い
る
．
覇
汁
今

普
ほ
、
こ
の
歌
老
中
昏
登
に
お
け
ち
、

攻
上
人
・
女
辞
の
ひ
し
め
く
柿
九
が
宜
し

い
舟
セ
ヤ
の
放
歌
と
し
ヾ
い
る
〆
、
轡
対

紀
皮
†
ろ
．
こ
九
ほ
蔚
ま
に
見
ろ
ご
と
く
．

姦
舟
格
の
妨
平
内
空
電
に
お
け
る
、
月

も
な
く
拇
い
檻
の
打
で
あ
る
．
8
r
な
る

な
り
な
】
〃
噂
．
叫
な
り
】
－
1
紋
苛
の
幼
虫

詞
．
「
な
し
ほ
放
囁
の
抒
埼
朗
．
文
例
琉

の
☆
材
．
巾
【
わ
九
の
Å
や
托
む
註
、

何
行
に
如
し
た
町
道
〃
故
に
封
し
、
州
内

釣
私
す
ね
た
封
艶
．
一
タ
】
は
松
田
の
感
吟

用
．
【
む
】
は
規
放
の
吻
釣
㍍
．
た
だ
し
、

こ
れ
セ
r
…
と
†
る
と
、
札
は
ひ
と
り
は

勺
ち
で
し
l
う
か
．
そ
九
で
も
や
ほ
り
払

ほ
、
枕
の
∫
－
セ
械
め
せ
し
▲
う
上
】
と
．

上
サ
敏
江
に
扶
を
肘
鉄
し
た
と
絶
る
の
も

】
笥
で
あ
ろ
ゥ
．
そ
の
現
今
、
r
や
」
ほ
儲

息
．
r
む
」
ほ
忍
ぷ
セ
碍
わ
す
．

一
席
卑
浄
質
入
罠

L
っ
て
の
・
L
各
ヒ
成
り

・
最
初
そ
餅
叔
づ
吉
も

句
ね
如
・
で
あ
っ
作
り
れ

考
え
て
紳
∫
う
。

ナ
る
に
、
堺
の
砕
か
き
な
ら

川

㌘l

一

書
れ
た
る
、
故
前
の
吹
き
泣
．

ユ
れ

普
さ
れ
た
る
は
、
な
ぞ
の
ぴ

＆●

と
お
ぼ
ゆ
か
し
．
壇
た
、
き

か
と
思
へ
ば
、
冬
の
夜
の
、

ゆ
ー
き
ヘ
音
え
わ
た
り
い
み
じ

エ
∧

き
虻
、
筋
の
砕
り
つ
も
り
ひ

エ
ー¢
l
り
●
■
▼

か
り
卸
ひ
た
る
妃
、
旬
繋
の

彪
研芯（滋托鞄男拉℡）

わ
な
な
き
〓
で
た
る
比
、
背
紋
も
み
な
忘
れ
ぬ
か
し
J
と
い
ひ
つ
づ
け

て
、
r
い
づ
丸
紅
か
御
心
と
ど
ま
る
J
と
問
ふ
に
、
扶
の
夜
妃
心
を
よ

せ
て
こ
た
へ
た
せ
ふ
を
、
々
く
の
み
弼
“
し
き
せ
一
に
は
い
は
け
し
と
て
、

一

ろ
書
み
ど
り
花
も
ひ
と
つ
に
忍
み
つ
つ
お
ば
ろ
に
見
ゆ
る
仰
の
攻

の月

すん

と
苓
へ
た
れ
ば
、
か
へ
ナ
が
へ
ナ
う
ち
訴
じ
て
、
r
さ
は
扶
の
攻
は
お

●

ぽ
し
す
て
つ
る
な
な
り
な
．

こ
よ
ひ
上
り
汝
の
命
の
も
し
も
あ
ら
ば
き
は
辞
の
改
号
か
た
み
と

思
は
む
し

と
い
ふ
妃
、
扶
妃
心
エ
せ
た
る
人
、

人
は
み
な
拒
に
心
モ
よ
せ
つ
め
り
わ
れ
の
み
や
見
む
は
の
改
の
月

と
あ
る
妃
、
い
み
じ
う
殉
じ
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
た
る
け
し
き
妃
て
、
「
も

ろ
こ
し
な
ど
に
も
、
辞
よ
り
推
扶
の
卓
だ
め
比
、
え
し
は
べ
ら
ぎ
な
ろ

を
、
こ
の
か
う
お
ぼ
し
わ
か
せ
た
ま
ひ
け
む
御
心
ど
も
、

ゆ

書
ち
に
、
称
玖

の
ま
卓
○
劣
り
な
ど
モ
簸
じ
て
、
r
特
の
捗
ろ
小

に
琵
々
て
．
光
を
余
色
で
杜
．
帝
広
が
店
頭
く
．
や
〝

も
の
ど
や
か
に
芯
ふ
．
乃
の
汲
も
冴
え
女
明
ろ
竜

と
は
適
い
．
け
ぷ
○
耽
れ
る
よ
う
に
見
え
せ
ナ
．

＿
■

▲
▲
l
＿
●
l

そ
ん
丘
禅
の
攻
、
－
舛
山
蟄
で
鉄
幹
荊
せ
ゆ
る
や
か
に

弾
い
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
す
ば
ち
し
く
付
こ
九

る
も
の
で
ナ
．
が
、
ま
た
故
に
な
っ
て
月
が
界
雷

に
切
る
い
群
、
望
に
は
渾
ポ
カ
、
か
り
て
い
ろ
け
れ

ど
．
刀
は
串
に
放
る
ば
か
り
卓
ヤ
か
に
放
み
わ
た

り
て
、
風
の
瞥
、
出
の
戸
、
ナ
ぺ
て
ポ
ー
故
に
玖

㍍
モ
モ
そ
る
よ
う
な
心
鬼
の
ナ
各
と
き
、
串
の
琴

が
か
さ
切
ら
苦
れ
、
穎
芯
が
吹
き
†
ま
さ
れ
て
ぃ

々
り
し
ま
ナ
と
、
何
の
容
ぞ
と
滋
わ
れ
士
ナ
上
．

ま
た
．
モ
う
か
と
滋
う
と
．
冬
の
攻
の
、
外
見
は

も
と
エ
り
類
ま
で
冴
え
ゎ
た
り
ひ
ど
く
薄
い
が
、

℡
が
放
り
前
も
っ
て
、
月
の
先
に
軌
り
は
え
て
い

ろ
と
こ
ろ
に
、
申
並
の
℡
ポ
ム
ろ
え
る
よ
う
に
恥

こ
え
て
く
各
の
比
、
指
紋
も
み
な
去
～
も
て
し
ま
う

句
で
ナ
よ
1
と
ポ
ゥ
戌
け
て
・
「
み
な
た
が
た
は

こ
の
う
ち
．
ど
の
不
惑
に
お
心
が
ぢ
ー
か
ル
ま
ナ

か
L
と
申
ぬ
乙
．
羽
広
ポ
扶
の
旺
に
心
モ
寄
せ
て

ぉ
芥
え
す
る
の
宅
＆
は
．
そ
う
そ
う
H
じ
ふ
う

妃
は
行
え
ま
い
と
．

ろ
さ
み
ど
り
＝
…
二
あ
さ
l
一
の
で
も
、
咲
き
匂
，

花
も
、
ふ
ね
こ
頓
に
蒜
に
七
け
て
、
加
げ
ろ
に
父
え

ろ
凝
り
狂
の
月
く
く
臥
の
こ
▲
な
く
心
ひ
か
九
も

も
の
で
す
）

と
汲
ん
ぜ
と
こ
ろ
、
そ
の
人
は
偽
書
讃
し
虔
ウ
冠

L
．
こ
の
歌
モ
ロ
ず
さ
ん
で
、
r
で
は
・
扶
の
牧

の
玖
村
托
、
お
先
放
で
な
さ
り
て
お
し
ま
い
の
上

う
で
ナ
ね
．

‘
一
小

こ
上
ひ
よ
り
…
…
（
々
汀
よ
り
〃
ち
．
も
し
も
仝

が
な
が
ち
え
て
お
り
土
し
た
ち
・
モ
れ
で
ほ
世
の
《

を
恕
鈍
く
．
あ
な
た
と
お
じ
に
か
か
サ
た
怒
l
・
的
ぐ

さ
に
い
た
し
‡
し
▲
ヱ
J

と
滞
う
．
ナ
ち
と
扶
に
心
を
寄
せ
た
例
解
が
・

人
出
ふ
を
・
…
…
芸
な
た
が
た
暮
王
空
†
人
と
も
・

抄
に
心
七
博
せ
て
ぉ
し
ま
い
の
ヱ
I
で
ナ
ね
・
そ
九

で
巧
払
ほ
た
り
た
一
人
で
扶
の
〃
か
良
吟
き
言

に
な
ろ
の
で
し
▲
う
か
）

と
批
ん
だ
．
列
は
な
h
そ
う
打
ち
用
じ
、
思
い
ち

ぐ
ね
允
ほ
チ
で
．
菰
出
な
ど
で
も
竹
か
ち
・
辞
扶

の
綬
方
は
ぃ
プ
チ
t
と
も
於
苅
が
つ
か
な
か
っ
た
よ

，
で
す
が
、
あ
な
女
が
々
が
こ
う
お
決
わ
に
な
っ

允
の
も
．
怨
う
妃
何
か
チ
掛
が
お
あ
ゥ
ヤ
し
J
う
・

日暮首入ダ条訂厚食）1
露
見
J
絹
甥
丸

26

ゑ
は
ぺ
ら
む
か
し
．

轡

▼
野
性
の
a
ぴ
お
内
で
．
七
だ
【
初
p
－
上
い
l
l
‘
．
℡

戌
〃
刃
び
一
点
汐
ヤ
か
々
で
る
・
－
々
）
曾
1
．
ゥ
．
一
¶
・
雀
－

巾
ぅ
ゎ
、
¶
表
古
書
故
み
L
て
り
芯
」
七
い
い
．
宅
（
耶
り

諜
丁
斌
旦
・
は
述
か
モ
l
l
に
人
た
も
．
．
ガ
．
【
や
】
托
悠

七
空
り
枚
払
て
か
か
花
盟
暫
．
れ
臥
．
心
㍍
脚
ご
ポ

ふ遥川叫

・
挿
〃
坤
丁
申
（
サ
ハ
坤
】
か
ム
‘
．

写－1柑l

ヽ
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や
ふ
釘
落

日本へと幕「傭人の壷事卵塔L。懲・ヒ㌔リ

ブ
り
÷
ト
伊

MO

四
季
の
刈

糠
の
月
は
・
く
れ
そ
む
る
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¢
一
＿
■

野
川
の
石
に
朽
警
＼
齢
が
ど
？
む
ほ
へ
し
て
花
梵
の
ほ
に
・

兎
け
上
鼠
に
放
る
托
幣
一
三
か
ろ
し
作
つ
い
・
り
を
ご
ね
の
扮
に
か
け

て
こ
†
で
見
わ

こ
の
群
臥
り
改
も
、
こ
空
か
●
し
托
J
t
は
．
丈
ん
・
ち
ね
つ
く
り
ご
と
ど
も

な
り
け
り
．
か
く
と
り
あ
へ
†
叩
）
ひ
エ
り
た
ー
●
へ
ろ
ゆ
土
ゆ
も
∵
し
さ
な

ど
セ
、
な
小
し
く
酌
㍑
で
．
知
前
な
、
勺
人
†
し
め
で
ろ
へ
り
．
大
化
・

「
こ
¢
托
携
り
研
削
巧
い
上
ね
た
〃
な
め
り
・
作
り
托
岱
り
に
・
こ
の

い
ヽ

羽
石
へ
は
尉
こ
え
た
ま
へ
．
こ
の
こ
入
－
1
茶
ど
†
‥
ひ
く
た
さ
レ
は
・
取

m
氾
り
恕
ほ
ん
こ
と
も
み
ろ
ヤ
、
さ
し
準
才
く
、
托
の
托
に
立
ち
現
九

て
こ
そ
、
漬
さ
サ
‖
－
1
－
－
…
で
沈
め
し
と
攣
－
え
た
ヰ
エ
も
・
い
と
㌘
や
か

に
尽
さ
せ
ね
榊
み
ゃ
さ
一
一
り
弦
ご
こ
ろ
多
か
も
に
、
い
と
ど
叫
、
ふ
や
う

な
ろ
脚
ほ
ま
ひ
に
て
、
付
こ
え
退
ほ
し
た
三
ム
．

（
涼
ノ
～
加
瀬
∵
乙
ヤ
J
各
）

九
月
に
な
る
と
．
托
男
か
ム
ち
ら
こ
ち
ら
巴
つ

い
て
、
小
甘
の
お
斡
ほ
．
7
望
も
及
ほ
ね
ー
l
ど
見

S
〆
推
さ
な
い
．
艮
の
さ
’
と
焚
い
た
タ
汚
れ
に
．

何
の
椅
り
荘
に
．
巴
と
り
ど
ぅ
の
花
†
托
唱
セ
ミ

ヤ
人
u
わ
セ
て
．
小
首
ほ
こ
ち
ち
に
さ
し
ろ
げ
ら
八

ろ
．
大
柄
な
サ
ー
れ
〆
．
d
い
茨
の
椚
に
．
℡
有
り

尽
拘
り
上
穴
七
概
ね
て
打
て
、
濾
朽
茄
の
持
の
行

け
を
つ
け
．
た
い
へ
ん
じ
も
の
Ⅵ
九
た
身
の
こ
な

し
で
．
牧
七
つ
々
ぐ
α
や
和
泊
の
皮
吼
七
珂
サ
て

こ
ち
ら
へ
‡
い
与
．
札
大
の
ざ
ち
ん
上
さ
！
り
た

け
放
で
事
l
あ
ろ
か
．
小
甘
ほ
こ
り
か
ゎ
い
ち
し
い

打
q
ヤ
ほ
う
り
セ
ー
さ
て
が
た
く
淋
思
い
な
り
で
ぁ

っ
た
．
小
官
り
史
皮
と
し
て
㍍
R
な
囁
将
に
ほ
お

は
ん
し
な
九
て
い
ろ
か
ち
．
舟
？
】
な
し
か
ち
穿

か
た
ち
土
で
ユ
キ
の
と
ほ
ち
が
っ
て
淡
か
き
い
て

い
て
丈
し
い
悠
じ
で
あ
る
．
小
官
り
お
手
晩
に
ほ
、

こ
こ
ろ
か
L
ソ
…
…
〇
－
q
け
の
k
け
ん
小
ち
、
辞

〃
碑
ゆ
ヤ
ー
け
ち
の
火
〃
で
化
．
†
－
1
何
だ
々
く
て

い
ち
サ
し
●
い
t
し
一
与
か
ち
．
払
〃
上
－
、
ろ
り
れ
H

し
い
l
【
貞
一
．
せ
り
て
且
の
た
上
，
じ
で
ー
ご
ち
ん

く
ど
さ
い
ー
し
）

か
い
打
切
た
ち
が
．
こ
り
〃
旺
1
．
ヤ
抒
持
†
ろ
さ

ま
も
お
も
し
ろ
い
．
ご
題
ポ
ー
工
、
こ
の
対
抗
の
別

に
打
ヤ
放
い
て
叔
な
ど
の
凪
い
に
あ
し
′
ワ
っ
て
－

六
渋
り
ほ
に
．

言
い
h
ゆ
も
市
〃
榊
兄
托
の
こ
と
．
〇

婆
寄
、
〓
〃
こ
ハ
〃
．
ム
も
い
●
l
言
芯
り

九
〃
に
甘
〓
ヤ
適
げ
、
玄
ば
れ
へ
“
、
じ
古

研
一
い
じ
て
封
〓
托
大
約
月
代
セ
ヌ
†
与
．

市
井
の
仏
心
で
l
け
化
一
－
九
た
．
村
内
茶

「
串
の
何
故
旺
ヽ
；
托
〃
済
支
．
誉
滋

（
浮
・
持
“
．
セ
打
て
㍍
¢
一
つ
け
与
）
．

苛
月
叫
．
娘
兄
（
裸
㍊
・
打
双
｝
こ
〃
γ
も
．

…
叫
粥
巾
上
ガ
か
ち
小
甘
刀
へ
－
1
、
府
・

花
月
．
か
講
じ
て
い
も
．
－
タ
女
七
X
「
．

完
叫
t
咤
．
和
代
将
汚
の
■
l
q
は
蝶
々
は
、

r
丘
王
た
㌧
上
述
題
な
上
ふ
1
た
ー
七
ゐ
サ

七
、
■
へ
政
令
の
¶
鳩
．
－
さ
求
〃
上
．

三
井
の
ぶ
女
の
弊
．
凸
－
1
．
海
攻
城
㌫
】

の
ル
カ
兇
、
世
人
．
環
▲
1
．
初
蛾
禿
〃
府

城
ギ
．
何
人
．
媒
染
の
井
で
力
も
．
革
袴

r
見
べ
○
牧
山
巾
河
ど
も
．
た
だ
峨
糞
l

か
一
こ
】
モ
ー
l
上
忠
ひ
†
サ
J
モ
へ
ち
九
て

且
与
け
ど
ぞ
．
い
七
芝
ひ
ナ
ち
八
一
ゝ
公

花
付
】
や
作
東
て
三
拝
・
山
吹
ほ
．
芯

花
で
■
l
々
い
．
玉
【
一
－
☆
山
王
埴
t
エ
ー

上
‘
r
I
も
り
一
人
方
l
あ
も
．

九
W
状
蛸
ベ
ー
ニ
研
つ

サ
n
ほ
．
1
卜
℡
の
阿
琵
托
り
ほ
じ
ゆ
な
り
け
り
．

や
が
て
ま
か
ヤ
た
王
1
ま
で
、
妹
ふ
横
と
り
つ
つ
、

】
一口
の
桝
㍍
ひ
に
か
へ
た
ま
ふ
人
｛
も
多
か
り
・
郎

ゥ
ヵ
ろ
ほ
ま
か
で
な
ど
も
し
た
ま
七
宇
の
苅
ば
か
り
に
、
ん
な
あ
な

た
に
お
っ
た
三
・
ポ
堅
り
か
セ
ほ
じ
わ
た
て
◆
ろ
り
て
・
ん
な
符
き

t
▲
【
◆
ヽ
＿
一

わ
た
り
た
ま
ム
．
以
上
人
な
ど
も
挽
る
な
く
参
る
．
多
く
i
l
火
掟
の
河

小
’
＿
■劾
に
も
て
な
さ
九
た
壬
ひ
て
、
や
む
ご
と
な
く
い
つ
く
し
さ
榊
あ
り

さ
す
●
な
り
．

■●

1
－
▼
一

方
の
上
の
御
心
ぎ
し
に
・
叫
だ
托
聯
ら
せ
た
†
エ
・
血
球
に
壬
う
ぞ

き
分
け
た
る
統
べ
八
人
、
苓
投
な
ど
こ
と
に
と
と
り
へ
さ
せ
た
ミ
ひ

し
ヽ
■
■

■
＿
一
●

！－

▲
＿
■

l
一

●
暮
▲
一
一
▲

て
、
凸
に
は
、
放
り
花
嵐
に
荘
を
さ
し
、
悠
ほ
．
前
金
の
属
に
l
山
吹
セ
．

閉
じ
さ
花
の
打
い
か
ろ
し
ヶ
．
故
に
な
さ
に
ほ
ひ
を
尽
く
さ
せ
た
王
へ

及
に
放
ろ
…
…
■
見
じ
均
ふ
托
声
咋
ど
川
和
一
し

い
L
の
じ
†
〉
†
ま
せ
ん
．
タ
り
u
の
e
セ
女
述
に
瞥

わ
ち
q
顎
以
り
む
じ
托
L
て
k
て
い
仁
だ
鼻
1
．
L
く

－
一
い
I
†
｝

こ
り
門
別
の
巳
も
．
ょ
く
1
．
叱
る
と
な
ん
と
・
も
い
え

†
い
巧
に
こ
し
ら
え
た
け
り
物
托
の
で
み
り
た
．

こ
の
上
う
に
と
り
さ
に
月
内
小
伝
ェ
た
才
荘
り
さ

王
な
ど
甘
．
小
官
l
ま
†
は
ら
し
い
も
の
と
ご
ら
ん

に
な
ろ
．
お
杓
の
ケ
川
叫
た
ち
も
ー
河
ほ
わ
た
た
え

て
い
た
．
大
鑑
は
．
ニ
ー
の
托
坑
の
打
串
妖
．
う

ー
▲
く
し
て
や
ら
九
た
盟
じ
で
†
ね
．
辞
の
花
滋
り

に
こ
り
打
窮
し
事
l
さ
し
ぁ
げ
た
手
1
．
．
今
の
市
田

じ和博ケ好いけなすりほ．敬川瓜の忠君

い
か
が
な
も
り
で
し
．
．
さ
か
ら
．
こ
こ
ほ
摂
っ
て
．

梓
．
花
の
爪
に
た
て
こ
も
ぅ
て
こ
そ
窃
い
こ
ょ
も

言
っ
て
で
九
与
で
し
‘
う
ー
と
お
っ
し
†
る
の
も
．

一
‥
－
と
に
茶
々
し
く
か
ざ
ウ
な
い
は
乃
を
た
た
え

た
河
¶
は
で
．
ど
こ
か
ら
見
て
も
†
は
ら
し
い
ペ

そ
の
，
エ
叫
し
ぶ
ん
の
な
い
こ
巾
お
柑
ま
い
で
．

田
方
々
ほ
托
し
く
わ
は
っ
な
と
り
空
し
て
い
ら
り

し
†
▼
9
－

ウ
・
軒
り
封
切
り
郎
㌫
上
り
た
．

y
ぐ
出
で
て
、
榊
餅
に
出
づ
る
ほ

ど
・
玖
吹
き
て
・
㌫
の
荘
ナ
こ

し
ク
ち
放
り
劫
ム
．
い
と
う
ら

ら
か
に
約
れ
て
、
芯
り
閉
上
り

▲
比
ち
出
で
た
ろ
は
、
も
．
と
あ
は
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捕
付
し
．
A
〃
初
秋
セ
つ
け
て
．
判
れ

チ
ャ
柑
†
て
丼
，
．
初
穂
丘
－
刈
と
な
も
．

海
付
柏
ほ
父
d
の
け
ヌ
、
少
な
も
戸
、
り

隻
拓
憑
じ
ぴ
け
匁
し
い
戸
○
瓜
．
芸

｝
由
ほ
、
作
・
堵
・
仝
巾
ナ
ソ
メ
か
ち
々

ゥ
．
そ
り
靖
〇
．
「
主
に
な
ウ
．
－
1
つ
も

ほ
ど
し
と
†
も
琵
ム
刀
も
ふ
与
．
；
－
凸

の
井
こ
も
幻
し
て
．
－
文
「
み
ひ
人
も
し
上

み
も
ギ
〆
多
く
．
モ
○
－
I
，
バ
正
浅
山
カ

サ
†
†
い
．
－
句
中
宵
屯
巾
次
甘
（
硬
玉

位
丁
屯
ち
）
．
完
「
柑
J
は
、
市
費
．
け

議
－
瀬
畑
一
月
已
ホ
け
争
え
も
．
－
河
〃

m
付
七
三
て
．
【
と
，
つ
づ
く
し
は
．
上
は

〃
ポ
か
ち
†
比
の
幼
へ
枚
一
ヒ
也
’
次
ぐ
．

M
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ハ
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托
し
托
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殺
め
、
罰
点
．
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兵
L
l

乎
好
〓
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托
ん
．
一
等
刃
好
打
埠

卒
耳
．
支
A
■
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打
．
蟻
化
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ヤ
押
，

て
い
ち
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ゼ
て
投
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灼
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已
七

喝
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与
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す
方
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中
r
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の
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甘

い
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．
点
ケ
す
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こ
、
と
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．
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岩
け
じ
広

b
も
耶
の
を
噂
ニ
ー
九
セ
d
こ
点
し
て
選

別
ナ
与
り
で
・
、
り
も
が
あ
も
ー
蚤
旬
勺

感
づ
，
ち
舟
妙
の
爪
1
．
カ
乙
ほ
「
由
†
一

功
し
セ
．
庇
い
帝
に
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「
凶
点
し
と
冬
上
も
．

芝
ダ
序
－
1
求
○
上
〃
佗
オ
だ
小
ち
．
沖

別
に
は
一
冬
え
も
．
【
挿
し
ー
l
、
刃
河
雨
．

刊
¶
．
宍
月
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色
亡
つ
い
て
■
1
茨
故
バ
あ

も
．
芝
r
わ
が
府
の
将
の
け
つ
え
に
盛

り
8
じ
魯
－
均
Y
～
か
て
†
も
ー
な
ゝ
有

サ
正
二
茂
人
し
ち
†
）
・
ご
そ
ほ
し
ウ

マ
【
言
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し
と
t
は
→
て
好
†
・
及

…
謂
㌘
が
む
㍑
詔
川

粍
弼
磁
鰯
弼
鮒
、

で
ふ
【
く
し
戊
碑
▼
け
カ
の
j
－
け
で
ム
与
・

強
打
ら
り
㍑
と
L
て
一
l
有
凡
に
苅
′
一
上

い
ヽ
托
ふ
〃
R
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一
発
救
サ
し
た
ム
’

や
の
押
月
．
汲
「
瓜
k
舟
山
で
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、
り

色
一
一
人
く
も
収
し
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与
．
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（
放
牧
㌧
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ヽ
叶
l

れ
に
な
ま
わ
き
て
見
ゆ
．
b
ぎ
と
早
朝
な
ど
も
辞
さ
九
†
、
討
併
に
孜

九
る
也
セ
、
発
足
の
さ
●
◆
に
し
て
、
仮
に
納
ば
ど
も
セ
召
し
た
り
．
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京
べ
ど
も
閃
撼
の
も
と
に
答
り
て
、
花
ど
も
桝
ろ
．
行
者
の
人
々
扱

●

り
つ
ぎ
て
・
酔
紆
に
必
へ
ぞ
せ
た
王
七
伊
那
邸
耶
の
中
村
の
封
し

て
州
州
こ
え
た
ま
ヘ
ゥ
．

至
り
ム
花
ぞ
の
り
こ
て
ふ
な
さ
ヘ
ヤ
下
様
に
紘
一
一
つ
む
し
ほ
う
と

く
見
ろ
一
っ
む

繋
、
か
の
托
恭
の
p
滋
り
な
っ
け
り
、
と
ほ
暮
き
笑
ふ
て
何
だ
す
．
咋
ロ

ー
▲

の
女
以
た
ち
も
、
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げ
に
梓
の
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ほ
え
お
と
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せ
た
ま
ふ
ま
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か
っ
け
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と
花
に
お
九
つ
つ
甲
」
え
あ
へ
り
．
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る
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・
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に
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九
て
．
改
の
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も
号
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ほ
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と
な
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嘲
ウ
わ
た
ろ
に
、
仝
に
な
り
は
つ
る
ほ
ど
・
助
か
ザ
お
も
し
ろ
し
・
蟻

は
ま
し
て
、
ほ
か
な
さ
さ
王
に
戯
び
た
ち
て
、
山
吹
の
点
り
も
と
に
、

伏
さ
こ
ぼ
れ
た
る
柁
の
だ
に
舟
ひ
い
づ
る
・

郎
り
村
セ
ほ
じ
芋
、
さ
ろ
べ
き
ぶ
㌘
も
・
即
と
り
つ
づ
さ
て
、

荒
べ
に
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ぶ
・
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に
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の
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投
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l
山
吹
郎
塔
ほ
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ね
て

し
も
と
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た
ろ
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う
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り
．
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の
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な
ど
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に
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ふ
．
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の
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に
ほ
、
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授
へ
て
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の
淡

発
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づ
け
た
す
エ
．
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出
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・
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考
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〆
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く
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・
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こ
て
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に
も
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ほ
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な
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し
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り
て
八
航
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吹
セ
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だ
て
ぎ

り
せ
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と
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み
り
け
る
．
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ぐ
れ
た
る
阿
分
ど
も
に
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か
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う
の
こ
と
ほ
た
へ

ぬ
に
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り
け
む
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忠
ふ
や
う
に
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l
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内
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め
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・
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怒
1
明
賭
し
各
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．
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甘
り
串
の
南
淡
托
の
耕
Q
だ
っ

た
の
で
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も
．
そ
¢
ま
‡
ご
虫
鮎
に
な
ち
．
丁
に
．

蛾
ん
屯
蒋
セ
と
’
て
ほ
文
禄
に
お
軒
甘
え
に
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ち

万
一
も
争
い
．
苦
し
つ
か
ぇ
の
九
も
万
一
は
故
山

な
ど
も
な
さ
も
．
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ご
ろ
に
8
あ
ち
ら
に
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上

な
さ
も
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の
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ほ
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て
．
け
†
ち
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と
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肘
ど
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こ
人

8
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で
・
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上
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る
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と
し
て
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の
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か
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